
富士宮東高校 家庭科

甜湛合．篇禾ゅかり両先生のお話
本校で家庭科男女共修が始まって4年にな

ります。 今の高校生の価値観は、 時代の流れ

の中で急速に変わってきていると感じます。

男女の性別役割分業観というのも、 大人が想

像する以上に無くなっているように思います。

3年間の限られた時間の中で家庭科という教

科を通してできることは、 性差を越えて人間

としてどう生き、 どういう価値観を選んでい

くのかを考える土台を作ることだと思ってい

ます。 家庭科の目的は、 人が生きることにか

かわる問題を、 実体験を通して学び、 自分や

自分を取り巻く社会の問題としてとらえ直し、

具体化していく力を育てることです。 多様な

生き方や、 考え方を提示していくことで、 ど

ういう人生を選ぷかを長いライフサイクルの

中で考えさせていきたいと思います。

（中野T)

家庭の中でだんらんの大切さは理解されて

いますが、 現代のように職住分離が進み、 家

族関係が稀薄化してくると、 だんらんだけで

なく家事も大切な家族の共有時間となります。

家事を分かち合うと同時に、 女性も働いて仕

事の厳しさを知る。 楽しいことだけでなく、

大変な部分もお互いに共有していくことによ

って、 会話が生まれ家族への理解が深まりま

す。

問題を共有するという意味で、 中絶のピデ

オも、 男女一緒に見せることで、 お互いを大

切にすることや命についての考えを深めるき

っかけになります。

多くの生徒が、 老後は夫婦二人で暮らした

いと望んでいますが、 年をとるまでの夫婦の

在り方や、 男性の家事能力が問われます。 ま

だ、 家庭のことに対して男子はサポート的な

存在だと考える生徒も多いので、 男女が同じ

ラインに立って考えるところまで引っ張って

いきたいと思っています。 （高木T)

く小泉保育園にて）

高
校
生
の

平
成
6
年
度
か
ら
高
校
家
庭
科
は
男
女
共
修
に
な
り
ま
し
だ。
次
代
を
担
う

高
校
生
だ
ち
は
こ
の
教
科
か
ら
何
を
学
び、
と
う
変
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う。

平成
4
年
度、
女
子
校
か
ら
男
女
共
学
へ
の
移
行
と
同
時
に、
一
足
早
く
家

庭
科
の
男
女
共
修
を
始
め
だ
富
士
宮
東
高
校
の
家
庭
科
の
授
業
を
拝
見。

二
年
生
の
あ
る
ク
ラ
ス
は、
富
士
宮
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
思
春
期
体
験
学
習

へ、
別
の
ク
ラ
ス
は、
富
士
宮
市
立
小
泉
保
育
園
へ
実
習
に
行
き
ま
し
だ。

■
関
わ
る
機
会
の
な
い
障
害
者
や
老
人

の
介
護、
保
育
の
大
切
さ
ガ
わ
ガ
つ
だ

し、
興
味
ガ
わ
い
た。
（
男・
女）

男
の
家
事
は
サ
ボ
ー
ト
程
度、

程
度
ガ
い
い。
（
男）

女
の
仕
事
は
パ
ー
ト

家
事
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
の
は
大
変
だ
し、
女
ば

ガ
り
割
り
を
食
う
の
は
嫌
だ。
役
割
は
分
担
し
だ
い。

（
女）好

き
で
女
に
生
ま
れ
て
き
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に、

女
だ
ガ
ら
仕
事
は
二
の
次
だ
な
ん
て
許
せ
な
い。

（
女）男

も
女
も
家
庭
を
大
切
に
し
て、
家
事、
育
児、
介

護
は
二
人
で
す
る。
僕
は
育
児
休
暇
を
取
る。
（
男）

男・
女
に
関
係
な
く
仕
事
を
す
れ
ば
い
い、
家
事
は

ど
っ
ち
ガ
や
っ
て
も
い
い
は
ず。
（
男・
女）

家
事
は
女
ガ
す
る
の
ガ
当
だ
り
前、
で
き
て
当
然
み

だ
い
な
考
え
方
は
や
め
た
ほ
う
ガ
い
い。
（
女）

家
族
全
員
ガ
基
本
的
習
慣
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
や

る
べ
き。
女
性
に
も
自
由
な
時
間
ガ
必
要。
（
女）

■
他
の
授
業
と
違
っ
て
普
段
の
生
活
の

こ
と
だ
か
ら
真
剣
だ
よ。
（
男）

本人同志が
決めること

一
結
婚
し
た
ら
家
事
は
誰
が
す
る
？

■
調
理
は
好
き
だ
け
れ
ど、
住
居
や
衣

服
は
苦
手。
（
男・
女）

■
教
科
書
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を

学
べ
た
と
思
う。
（
女）

■
自
分
の
生
活
を
見
酉
す
よ
う
に
な
っ

だ。
（
男・
女）

〈
家
庭
科
に
つ
い
て〉

「
ほ・
ん・
ね」

〈
性
別
役
割
分
業
に
つ
い
て〉
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静岡県立富士宮束高等学校

いてみよう
〈富士宮保健センタ ーでの実習、

「私も親にこうやつて
ガわいガられたんだろうな」

「赤ちゃんつて嫌いだっだけど

好きになつだ」

ー・
思春期体験学習〉

＼ 
ほどもガ生まれたら

僕も面倒見るよ。 当然」

「泣きやまないとホント困っちゃう。
赤ちゃんを育てるのつて大変そう··J

I変えるのは自分1

，
 

「
き
だ
な
い
力
と

思
っ
て
い
た
け
ど、

と
っ
て
も
ガ
わ
い
い
／．」

「
赤
ち
ゃ
ん
と
い
る
と

優
し
い
気
持
ち
に
な
る
ね」

｀ 

し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た。
ど
ん
な
男
女
交

際
を
す
る
か、
ど
ん
な
結
婚
を
す
る
の
か、

ど
ん
な
父
母
と
な
る
の
か
は
ひ
と
続
き
の
こ

と
な
の
で
す。
幸
い、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は

赤
ち
ゃ
ん
の
集
ま
る
機
会
が
多
い
で
す
か
ら、

そ
う
し
た
事
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で、
ぜ
ひ

高
校
生
と
の
交
流
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
し
た」
市
内
の
高
校
に
案
内
を
出
し、
担

当
の
先
生
と
検
討
を
重
ね、
当
日
や
っ
て
来

る
赤
ち
ゃ
ん
の
親
に
は
主
旨
を
説
明
し
た
は

が
き
を
送
り、
協
力
を
求
め
た。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
い
こ
の
学
習
は
学
校

の
方
針
や
現
場
の
先
生
の
熱
意
が
頼
り。
今

年
体
験
し
た
の
は
市
内
の
3
つ
の
高
校
の
生

徒
た
ち。
や
が
て
多
く
の
生
徒、
特
に
男
子

生
徒
に
も
っ
と
体
験
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思

う
が、
知
育
偏
重
の
風
潮
の
中、
難
し
い
と

こ
ろ
だ。

実
習
後、
生
徒
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に、
お
礼

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る。
嵩
校
生
の

思
い
を
受
け
て
赤
ち
ゃ
ん
は
育
ち、
思
春
期

に
同
じ
体
験
を
し
て、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る

側
へ。
こ
の
繰
り
返
し
で
広
が
る
壮
大
な
人

の
つ
な
が
り
も
次
の
世
代
に
…。
中
川
さ
ん

は
夢
も
同
時
に
育
て
て
い
る。
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'
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思
春
期
体
験
学
習
事
業」
が
始
ま
っ
て

2
年、
こ
れ
ま
で
に
4
6
0
人
の
窃
校
生
が

赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
あ
っ
た。「
赤
ち
ゃ
ん
に
接

す
る
時
は、
ど
の
生
徒
も
本
当
に
良
い
面
を

見
せ
て
く
れ
る
ん
で
す。
一
見、
突
っ
張
っ

て
い
る
よ
う
な
子
は
特
に
変
わ
り
ま
す
よ」

こ
の
事
業
の
企
画
者
で
あ
り、
担
当
者
で
も

あ
る
中
川
さ
ん
は
そ
う
話
す。
赤
ち
ゃ
ん
を

い
と
お
し
む
だ
け
で
な
く、
自
分
と
親
と
の

関
わ
り
方
を
見
つ
め
直
し
て
感
謝
し
た
り、

こ
う
い
う
親
に
な
り
た
い
と
自
分
の
未
来
像

を
描
く
生
徒
も
い
る。
言
葉
で
は
伝
え
切
れ

な
い
様
々
な
大
事
な
こ
と
を、
赤
ち
ゃ
ん
に

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
自
身
が
感
じ
取

っ
て
く
れ
る。

母
子
保
健
事
業
を
担
当
し
て
い
た
中
川
さ

ん
は、
学
校
側
と
の
思
い
が
重
な
り
合
っ
た

平
成
6
年、
か
ね
て
か
ら
思
い
描
い
て
い
た

こ
と
を
実
現
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
は
今
だ、
と

試
行
的
に
事
業
の
実
施
に
ふ
み
切
っ
た
そ
う

だ。
そ
し
て
平
成
7
年、
新
し
く
富
士
宮
市

保
健
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら
は、
施
設
面

に
お
い
て
も一
陪
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た。

「
富
士
宮
市
で
も
10
代
の
妊
娠
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す。
親
に
な
る
準
備
も
な
い
ま

ま
出
産
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
を
目
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
強
く

感
じ
て
い
た
こ
と
は、
子
供
を
生
ん
で
か
ら

で
な
く、
そ
れ
以
前
の
思
春
期
の
時
期
に、

命
の
大
切
さ、
い
と
お
し
さ
を
実
感
し
て
ほ

富士宮市保健センタ ー

保撻婦
なかがわれ い こ

中川礼以子さん

保
健
セ
ン
タ
ー
と
学
校
教
育
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
を
実
現

，
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